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特
別
記
事

河
西
陽
平
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　

河
西
陽
平
君
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
ス
タ
ー

リ
ン
の
極
東
に
お
け
る
安
全
保
障
戦
略　

1

9

4

1
―
1

9

5

0
」

は
、
独
ソ
戦
の
さ
な
か
か
ら
朝
鮮
戦
争
開
始
期
に
至
る
ま
で
の
ス

タ
ー
リ
ン
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
安
全
保
障
観
を
論
じ
る
こ
と
で
、

対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
面
と
は
異
な
る
ソ
連
の
対
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障

戦
略
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
安
全
保
障
の
史
的
研
究
で
あ
る
。

本
論
文
は
、
序
章
、
本
編
七
章
、
結
論
お
よ
び
参
考
文
献
を
合
わ
せ

て
、
二
五
三
頁
か
ら
な
る
。
そ
の
一
部
に
つ
い
て
は
す
で
に
河
西
君

が
査
読
学
術
雑
誌
『
戦
略
研
究
』
に
発
表
し
た
二
編
の
論
文
な
ど
を

土
台
に
し
て
い
る
。

論
文
の
構
成

　

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
章Ⅰ　

問
題
の
所
在

Ⅱ　

論
点

1　



第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ソ
連
極
東
に
お
け
る
日
本
に
対

す
る
脅
威
認
識
の
再
検
討

2　

戦
後
初
期
～
国
共
内
戦
期
の
極
東
に
お
け
る
中
ソ
関
係

3　

中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
と
朝
鮮
戦
争
開
戦
要
因

Ⅲ　

研
究
上
の
意
義

第
一
章　



独
ソ
開
戦
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
の
対
日
情
勢
認
識
（
1

9

4

1
年
）

Ⅰ　

問
題
意
識

Ⅱ　

開
戦
前
後
期

1　



独
ソ
開
戦
に
際
し
て
日
本
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る

べ
き
か

2　

松
岡
外
相
の
策
動

3　

ソ
連
側
の
動
向
、
得
た
情
報

4　

御
前
会
議

Ⅲ　
「
関
東
軍
特
種
演
習
」
発
動
期

1　

独
ソ
開
戦
と
日
本
陸
軍
参
謀
本
部
の
対
応

2　

ソ
連
側
の
動
向
、
得
た
情
報

結
論
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第
二
章　



ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
の
対
日
軍
事
戦
略
と
諜
報
（
1

9

4

1
年
秋
―
1

9

4

2
年
春
）

Ⅰ　

問
題
意
識

Ⅱ　

対
日
情
報
の
発
信
源
と
そ
の
評
価

1　


ソ
連
軍
参
謀
本
部
情
報
局
（
Ｇ
Ｒ
Ｕ
）
と
内
務
人
民
委

員
部
（
Ｎ
Ｋ
Ｖ
Ｄ
）
に
よ
る
諜
報
活
動

2　



1

9
4
1
年
秋
期
に
お
け
る
日
本
の
対
ソ
参
戦
可
能
性

に
関
す
る
情
報
と
そ
の
評
価

Ⅲ　

極
東
に
お
け
る
ソ
連
の
対
日
軍
事
戦
略
の
決
定

1　

欧
州
方
面
へ
の
軍
隊
移
動
を
め
ぐ
る
議
論

2　



1

9

4

2
年
春
期
に
お
け
る
ソ
連
の
対
日
軍
事
作
戦
計

画

結
論

第
三
章　



ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
の
戦
争
指
導
に
お
け
る
日
本
要
因

（
1

9

4

2
―
1

9

4

5
年
）

Ⅰ　

問
題
意
識

Ⅱ　

日
米
開
戦
後
～
日
本
の
南
方
作
戦
終
了
頃
ま
で

1　

ソ
連
を
め
ぐ
る
日
独
間
の
意
見
の
相
違

2　

関
東
軍
の
実
情

3　

リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
の
策
動

4　

ソ
連
側
の
動
向
―
―
外
交
官
た
ち

5　

ソ
連
側
の
対
応
―
―
対
日
戦
準
備
の
促
進

Ⅲ　

ド
イ
ツ
軍
の
春
季
攻
勢
開
始
―
―
そ
の
破
綻
ま
で

1　



対
ソ
参
戦
問
題
を
め
ぐ
る
日
独
間
の
議
論
―
―
ベ
ル
リ

ン

2　



大
島
駐
独
大
使
の
東
部
戦
線
視
察
（
1

9

4

2
年
7
月

末
）

3　



そ
の
後
1

9

4

2
年
内
ま
で
の
対
ソ
参
戦
を
め
ぐ
る
日

独
間
の
議
論

4　

ソ
連
側
の
対
日
情
勢
認
識
と
戦
争
準
備
の
実
相

第
四
章　



中
ソ
条
約
締
結
交
渉
の
再
検
討
と
極
東
に
お
け
る
ソ
連

の
安
全
保
障

Ⅰ　

問
題
意
識

Ⅱ　



ロ
シ
ア
側
外
交
史
料
に
み
る
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
全
交
渉

過
程

Ⅲ　



極
東
に
お
け
る
権
益
を
め
ぐ
る
ソ
連
、
国
民
政
府
間
の
衝

突

Ⅳ　

ス
タ
ー
リ
ン
・
蔣
経
国
会
談

Ⅴ　



旅
順
、
大
連
お
よ
び
長
春
鉄
道
を
め
ぐ
る
中
ソ
交
渉
の
再

開

第
五
章　

ス
タ
ー
リ
ン
の
地
政
学
的
関
心
と
朝
鮮
半
島

Ⅰ　

問
題
意
識
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Ⅱ　

ソ
連
の
対
日
戦
と
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
軍
事
行
動

Ⅲ　
「
極
東
」
に
お
け
る
朝
鮮
半
島
の
優
先
順
位

結
論

第
六
章　


ス
タ
ー
リ
ン
、
毛
沢
東
と
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
革
命
運

動
の
「
責
任
範
囲
」

Ⅰ　

問
題
意
識

Ⅱ　

中
ソ
二
国
の
朝
鮮
半
島
に
対
す
る
関
心

Ⅲ　

中
ソ
二
国
の
台
湾
に
対
す
る
関
心

Ⅳ　

南
部
国
境
平
定
問
題
と
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
の
訪
ソ

Ⅴ　

朝
鮮
半
島
―
―
ど
ち
ら
の
「
責
任
範
囲
」
と
な
る
の
か

結
論

第
七
章　



朝
鮮
戦
争
開
戦
要
因
と
し
て
の
中
ソ
友
好
同
盟
相
互
援

助
条
約

Ⅰ　

問
題
の
所
在

Ⅱ　

中
ソ
友
好
同
盟
条
約
と
極
東
に
お
け
る
ソ
連
の
権
益

Ⅲ　

中
華
人
民
共
和
国
建
国
以
前
の
中
共
・
ソ
連
交
渉

Ⅳ　

毛
沢
東
の
モ
ス
ク
ワ
訪
問
と
新
条
約
締
結
交
渉

1　

二
人
の
「
首
領
」
の
対
面

2　

毛
沢
東
の
不
満
と
失
望

3　

ア
チ
ソ
ン
演
説
と
中
ソ
指
導
者
の
反
応

4　

条
約
交
渉
の
最
終
局
面

5　



ス
タ
ー
リ
ン
、
毛
沢
東
を
戦
争
に
導
く
―
―
「
戦
争
条

項
」
に
関
す
る
議
論

結
論

結
論

文
献
目
録
（
日
本
語
）

文
献
目
録
（
外
国
語
）

内
容
の
紹
介

　

本
論
文
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
研
究
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
、

ス
タ
ー
リ
ン
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
戦
中
・
戦
後
の
安
全
保
障
戦
略

を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
河
西
君
は
、
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
し
て

は
、
し
ば
し
ば
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
・
拡
張
主
義
的
と
さ
れ
た
ソ
連
の

政
策
は
、
対
東
ア
ジ
ア
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
当
て
は
ま
る
と
は
言

え
な
い
と
主
張
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
東
ア
ジ
ア
方
面
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
な
戦
略
を
持
っ
て
臨
ん
で
い
た
の
か
を
考
察
し
て
い
る
。
特

に
、
以
下
の
三
つ
の
問
い
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
独
ソ
戦

の
さ
な
か
に
、
ソ
連
は
日
本
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
脅
威
認
識
を

持
っ
て
い
た
の
か
。
第
二
に
、
戦
後
初
期
の
国
共
内
戦
期
で
は
、
ソ

連
に
と
っ
て
東
ア
ジ
ア
の
拠
点
と
な
る
べ
き
場
所
は
ど
こ
だ
っ
た
の

か
。
第
三
に
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
後
は
、
ソ
連
が
中
国
に
持
っ

て
い
た
権
益
を
多
く
「
移
譲
」
す
る
こ
と
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
何
を
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狙
っ
て
い
た
か
。

　

以
下
、
各
章
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。
序
章
で
は
、
上
記
の

研
究
上
の
問
い
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
本
研
究
の
持
つ
意
義
が
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ソ
連
と
極
東
と
の
関
係
を
論

じ
た
研
究
は
依
然
と
し
て
少
な
い
中
、
そ
の
空
白
を
埋
め
る
も
の
で

あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
朝
鮮
戦
争
開
戦
決
定
要
因
に
関
し
て
も
、
新

視
角
を
も
た
ら
す
、
と
述
べ
る
。

　

続
く
第
一
章
で
は
、
一
九
四
一
年
六
月
の
独
ソ
開
戦
に
伴
い
、
ソ

連
が
日
本
の
動
き
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
た
の
か
が
究
明
さ
れ

る
。
特
に
、
一
九
四
一
年
七
―
八
月
の
間
、「
御
前
会
議
」
と
「
関

東
軍
特
殊
演
習
」
に
関
す
る
情
報
を
ソ
連
側
が
ど
の
よ
う
に
入
手
し
、

認
識
し
て
い
た
か
を
分
析
し
て
い
る
。
ソ
連
側
が
得
た
情
報
と
し
て
、

特
に
Ｎ
Ｋ
Ｖ
Ｄ
（
内
務
人
民
委
員
部
）
か
ら
の
も
の
と
ゾ
ル
ゲ
に
よ

る
も
の
が
分
析
さ
れ
、
ソ
連
は
対
日
戦
争
の
脅
威
を
実
際
よ
り
も
高

い
も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　

第
二
章
で
は
、
一
九
四
一
年
秋
以
降
の
ソ
連
の
対
日
軍
事
戦
略
を

検
討
し
て
い
る
。
一
般
に
、
ゾ
ル
ゲ
に
よ
る
情
報
か
ら
、
日
本
の
対

ソ
戦
参
加
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
を
ソ
連
側
が
認
識
し
、
極
東
ソ
連

軍
を
西
方
に
移
送
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

河
西
君
に
よ
る
と
、
Ｇ
Ｒ
Ｕ
（
ソ
連
軍
参
謀
本
部
情
報
局
）
と
Ｎ
Ｋ

Ｖ
Ｄ
に
よ
る
情
報
に
は
、
し
ば
し
ば
相
互
に
矛
盾
し
た
も
の
が
含
ま

れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
ゾ
ル
ゲ
の
も
た
ら
し
た
情
報
は
、
多
く

の
錯
綜
し
た
情
報
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
、
と
主
張
す
る
。
ま
た
ゾ
ル

ゲ
・
グ
ル
ー
プ
の
逮
捕
後
に
は
、
対
日
脅
威
認
識
は
む
し
ろ
増
大
し

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
日
本
に
よ
る
攻
撃
の
可
能
性
を
排

除
し
な
か
っ
た
し
、
極
東
ソ
連
軍
の
西
方
へ
の
移
動
は
限
定
的
で

あ
っ
た
、
と
主
張
す
る
。

　

そ
の
後
の
時
期
（
一
九
四
二
―
四
五
年
）
の
日
独
関
係
や
日
本
の

情
勢
に
関
す
る
ソ
連
の
認
識
と
、
日
本
へ
の
対
応
を
扱
っ
た
の
が
第

三
章
で
あ
る
。
日
本
に
い
る
ソ
連
外
交
官
に
よ
る
電
報
な
ど
の
分
析

を
通
し
て
、
ソ
連
が
日
本
の
対
ソ
政
策
の
実
態
を
依
然
と
し
て
つ
か

め
ず
に
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
側
の

一
部
の
意
向
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
は
対
ソ
戦
を
当
面
見
送
っ
て

い
た
が
、
ソ
連
は
そ
れ
を
つ
か
め
ず
、
そ
れ
ゆ
え
対
日
戦
争
の
脅
威

感
を
ソ
連
側
は
一
定
期
間
抱
え
続
け
た
。
そ
れ
が
「
守
勢
」
の
作
戦

計
画
と
な
っ
て
表
れ
た
と
主
張
す
る
。
そ
の
後
、
一
九
四
二
年
七
月

末
の
Ｎ
Ｋ
Ｖ
Ｄ
の
電
報
傍
受
な
ど
に
よ
っ
て
日
本
に
関
す
る
正
確
な

情
報
を
つ
か
む
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
後
に
初
め
て
、
日
本
に
対
し

て
「
攻
勢
」
に
出
た
と
す
る
。

　

第
四
章
は
、
一
九
四
五
年
の
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
の
交
渉
過
程
を
、

主
に
ロ
シ
ア
語
資
料
に
依
拠
し
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
で
、
戦
後
の

ソ
連
の
安
全
保
障
観
が
い
か
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
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に
し
て
い
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
安
全
保
障
構
想
に
と
っ
て
重
要
で

あ
っ
た
の
は
、
ソ
連
の
沿
海
州
〔
マ
マ
。
こ
の
時
期
す
で
に
沿
海
州

は
沿
海
地
方
に
改
組
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
そ
の
後
も
し
ば
ら

く
の
間
こ
の
地
域
の
呼
称
を
沿
海
州
の
ま
ま
維
持
し
た
の
で
、
お
そ

ら
く
河
西
君
は
こ
の
呼
称
を
使
用
し
て
い
る
〕
に
い
く
つ
か
の
港
を

建
設
し
、
そ
れ
ら
を
鉄
道
と
接
続
す
る
こ
と
で
広
大
な
防
衛
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
旅
順
、
大
連
、
中
国
長
春
鉄
道
な

ど
の
権
益
は
、
こ
の
よ
う
な
ソ
連
領
内
の
防
衛
シ
ス
テ
ム
を
「
補

完
」
す
る
二
義
的
な
役
割
を
有
す
る
も
の
だ
っ
た
と
主
張
す
る
。
し

か
し
、
そ
の
後
の
国
共
内
戦
の
展
開
で
、
中
国
に
お
け
る
米
国
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
向
上
を
恐
れ
た
ソ
連
は
旅
順
、
大
連
の
支
配
を
続
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

続
く
第
五
章
で
は
、
ソ
連
の
戦
略
の
中
で
朝
鮮
半
島
が
ど
の
程
度

の
重
要
性
を
持
っ
て
い
た
の
か
が
検
討
さ
れ
る
。
特
に
、
極
東
ソ
連

軍
、
外
務
省
の
分
析
者
た
ち
に
よ
る
報
告
書
や
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
諸

外
国
指
導
者
と
の
交
渉
記
録
の
分
析
を
通
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、

沿
海
州
を
重
視
し
て
お
り
、
朝
鮮
半
島
の
戦
略
的
価
値
を
大
き
く
見

出
し
て
は
い
な
か
っ
た
、
と
主
張
す
る
。

　

第
六
章
は
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
以
後
、
ソ
連
は
北
朝
鮮
を

「
責
任
範
囲
」
と
み
な
し
て
い
た
の
か
を
検
討
し
て
い
る
。
毛
沢
東

と
ス
タ
ー
リ
ン
の
交
渉
過
程
な
ど
の
分
析
を
通
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン

は
、
当
初
か
ら
朝
鮮
半
島
問
題
を
自
ら
の
「
責
任
範
囲
」
と
し
て
取

り
扱
っ
て
い
く
考
え
は
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
。
む
し
ろ
、
朝
鮮
戦

争
開
戦
直
前
に
、
中
国
に
朝
鮮
半
島
を
委
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

国
の
利
益
を
優
先
し
よ
う
と
す
る
考
え
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
。

　

第
七
章
で
は
、
中
華
人
民
共
和
国
と
の
間
で
の
中
ソ
友
好
同
盟
相

互
援
助
条
約
交
渉
過
程
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
朝
鮮
戦
争
に
対
す
る
認

識
を
変
化
さ
せ
た
こ
と
の
論
証
を
試
み
て
い
る
。
一
般
に
一
九
五
〇

年
一
月
一
二
日
の
ア
チ
ソ
ン
演
説
に
よ
っ
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
朝
鮮

戦
争
に
ア
メ
リ
カ
が
介
入
し
な
い
と
判
断
し
た
が
ゆ
え
に
、
北
朝
鮮

に
侵
攻
を
許
可
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
河
西
君
に
よ
れ
ば
、

ア
チ
ソ
ン
演
説
は
中
ソ
離
反
を
狙
っ
た
も
の
と
ソ
連
指
導
部
は
と
ら

え
、
中
ソ
の
条
約
交
渉
に
弾
み
を
つ
け
た
の
み
で
あ
り
、
中
ソ
条
約

交
渉
の
過
程
で
中
国
に
極
東
の
安
全
保
障
を
任
せ
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
（
し
た
が
っ
て
、
朝
鮮
戦
争
に
ソ
連
が
直
接
巻
き
込
ま
れ
る

可
能
性
を
低
め
た
）
が
ゆ
え
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
北
朝
鮮
に
侵
攻
を

許
可
し
た
、
と
の
説
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

結
論
は
、
論
文
全
体
の
要
約
で
あ
る
。
結
び
と
し
て
、
河
西
君
は
、

当
初
の
三
つ
の
問
い
に
対
す
る
解
答
を
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
、

日
本
に
対
し
て
、
現
実
よ
り
も
過
大
な
脅
威
認
識
を
か
な
り
長
期
に

わ
た
っ
て
保
持
し
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
戦
後
初
期
の
国
共
内
戦

期
に
お
い
て
は
、
ソ
連
に
と
っ
て
の
枢
要
な
地
域
は
、
沿
海
州
の
諸
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港
で
あ
り
、
そ
れ
ら
と
鉄
道
で
接
続
さ
れ
た
広
大
な
防
衛
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。
第
三
に
、
中
華
人
民
共
和
国
建

国
以
後
は
、
極
東
の
安
全
保
障
を
中
国
に
肩
代
わ
り
さ
せ
る
こ
と
を

ス
タ
ー
リ
ン
は
狙
っ
た
。
北
朝
鮮
に
よ
る
対
南
侵
攻
に
関
し
て
は
、

ソ
連
が
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
を
中
国
に
委
ね
る
こ
と
で
、
米
中
を
離

反
さ
せ
る
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
の
関
心
を
ア
ジ
ア
に
向
け
さ
せ
、
ソ
連

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
共
産
主
義
陣
営
の
強
化
に
注
力
で
き
る
こ
と
、

中
国
が
疲
弊
し
て
ソ
連
依
存
を
強
め
る
こ
と
、
と
い
っ
た
利
益
が
得

ら
れ
る
が
ゆ
え
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
金
日
成
に
対
南
侵
攻
を
許
可
し

た
、
と
河
西
君
は
結
論
付
け
た
。

評
価

　

本
論
文
は
以
下
の
点
で
、
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
い
え
る
。

　

第
一
に
、
研
究
テ
ー
マ
の
包
括
性
で
あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
東
ア

ジ
ア
に
関
す
る
安
全
保
障
戦
略
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、

と
い
う
本
論
文
の
研
究
テ
ー
マ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な

い
。
し
か
し
、
ソ
連
解
体
以
前
は
情
報
の
壁
が
あ
り
、
こ
の
テ
ー
マ

の
研
究
は
不
可
能
で
あ
っ
た
し
、
ソ
連
解
体
後
は
中
ソ
関
係
や
朝
鮮

戦
争
と
い
っ
た
個
別
テ
ー
マ
に
関
し
て
重
厚
な
研
究
が
現
れ
る
一
方

で
、
戦
中
・
戦
後
を
通
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
東
ア
ジ
ア
地
域
を
全

体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
を
包
括
的
に
検
討
し
た

も
の
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
河
西
君
の
研
究
は
こ
の
研
究
上
の
空

白
を
埋
め
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
そ
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
戦
略
の
解
釈
の
大
胆
さ
で
あ
る
。

ソ
連
の
対
外
政
策
は
常
に
拡
張
主
義
的
に
解
釈
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

本
論
文
か
ら
現
れ
る
ス
タ
ー
リ
ン
の
東
ア
ジ
ア
戦
略
は
か
な
り
「
保

守
的
」
な
も
の
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
中
は
日
本
へ
の
脅
威
感
を
捨

て
き
れ
ず
、
戦
後
も
中
国
権
益
確
保
よ
り
も
沿
海
地
方
で
の
安
全
保

障
を
狙
い
、
朝
鮮
戦
争
に
際
し
て
も
そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の

回
避
を
一
義
的
に
追
求
し
た
と
し
て
い
る
。
論
争
的
な
解
釈
で
あ
る

が
、
論
争
的
な
解
釈
を
大
胆
に
打
ち
出
し
た
こ
と
自
体
大
き
な
価
値

が
あ
る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
河
西
君
が
こ
と
に
第
六
章
及
び
第
七
章
で
縦

横
に
論
じ
る
よ
う
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
指
導
の
も
と
に
、
東
ア
ジ
ア

の
革
命
運
動
を
、
リ
ス
ク
の
分
担
も
含
め
て
中
国
と
分
業
し
よ
う
と

す
る
、
一
面
で
は
中
国
の
革
命
へ
の
貢
献
を
試
す
よ
う
な
ソ
連
の
厳

し
い
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

　

第
三
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
安
全
保
障
観
の
検
討
を
通
し
て
、
き
わ

め
て
合
理
主
義
的
な
ス
タ
ー
リ
ン
像
を
提
出
し
て
い
る
点
も
、
本
論

文
の
大
き
な
意
義
で
あ
る
。
従
来
、
戦
後
の
ス
タ
ー
リ
ン
は
体
調
悪

化
と
と
も
に
正
常
な
判
断
力
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
と
の
解
釈
が
一
般

的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
河
西
君
の
提
出
す
る
ス
タ
ー
リ
ン
像
は
そ
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れ
と
は
対
極
的
に
、
正
常
な
判
断
の
も
と
に
き
わ
め
て
合
理
主
義
的

に
戦
略
を
組
み
立
て
る
ス
タ
ー
リ
ン
で
あ
る
。
近
年
、
内
外
政
問
わ

ず
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
晩
年
に
至
る
ま
で
合
理
的
判
断
力
を
失
っ
て
い

な
か
っ
た
と
す
る
研
究
が
増
え
つ
つ
あ
る
が
、
河
西
君
の
研
究
も
こ

の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
る
。
本
当
に
そ
う
で
あ
っ
た
の
か
、
今
後

と
も
資
料
に
よ
る
検
証
が
な
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
が
、
従
来
の
定

説
と
は
異
な
る
ス
タ
ー
リ
ン
像
を
提
出
し
て
い
る
点
で
、
新
規
性
が

あ
る
。

　

第
四
に
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
研
究
と
し
て
意
義
が
あ
る
。
近
年
、

国
際
関
係
・
外
交
史
の
研
究
で
も
、
ソ
連
史
研
究
で
も
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
の
研
究
が
活
発
化
し
て
お
り
、
河
西
君
の
研
究
も
こ
の
一

環
と
い
え
る
。
し
か
し
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
研
究
の
中
に
は
、
そ

の
重
要
性
を
過
大
視
す
る
あ
ま
り
、
全
て
が
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に

よ
っ
て
決
ま
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
描
く
一
種
の
陰
謀
史
観
に
陥
る

傾
向
が
な
し
と
は
し
な
い
。
河
西
君
の
研
究
は
そ
う
し
た
も
の
と
は

は
っ
き
り
と
距
離
を
置
い
て
い
る
。
む
し
ろ
、
ゾ
ル
ゲ
を
始
め
と
し

た
複
数
の
筋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
は
し
ば
し
ば
相
互
に
矛
盾
し
、

錯
綜
し
て
い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
単
純
な
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
重
視
の
史
観
よ
り
ず
っ
と
説
得
的
な
も
の
だ
と
言

え
よ
う
。

　

ま
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
関

係
は
、
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
彼
の
心
理
的
傾
向
の
揺
れ
幅
が
大
き

く
、
一
貫
し
た
解
釈
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
各
種
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら

提
供
さ
れ
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
ス
タ
ー
リ
ン
が
ど
の
よ
う
に
処

理
し
役
立
て
た
か
は
も
と
よ
り
推
測
の
域
を
で
な
い
。
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
研
究
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
政
策
決

定
が
ど
の
よ
う
な
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
環
境
下
に
な
さ
れ
て
い
た

か
を
で
き
得
る
限
り
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
第
一
章

か
ら
第
三
章
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
独
ソ
開
戦
以
降

の
日
本
の
対
ソ
攻
撃
の
可
能
性
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
、
ソ
連
は
複
数

の
情
報
ソ
ー
ス
を
駆
使
し
て
評
価
を
試
み
、
最
後
は
日
本
外
交
電
報

の
傍
受
と
暗
号
解
読
に
成
功
し
て
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
通
信
情
報

を
も
っ
と
も
確
か
ら
し
い
と
評
価
し
、
日
本
の
対
ソ
攻
撃
が
当
面
な

い
と
判
断
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
河
西
君
の
手
堅
い

分
析
の
成
果
で
あ
る
。

　

第
五
に
、
複
数
の
言
語
の
資
料
を
活
用
し
た
点
も
大
き
な
特
徴
と

い
え
よ
う
。
本
論
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
資
料
は
、
日
本
語
、
英
語

は
も
と
よ
り
、
ロ
シ
ア
語
の
公
刊
さ
れ
た
一
次
資
料
や
研
究
文
献
の

み
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
の
公
文
書
館
資
料
や
研
究
文
献
、
中
国
語
の
公

刊
さ
れ
た
一
次
資
料
や
研
究
文
献
を
含
ん
で
い
る
。
近
年
の
外
交
史

研
究
は
多
言
語
の
資
料
を
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
河
西
君
の
用
い
た
資
料
の
言
語
的
多
様
性
は
そ
の
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要
請
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
本
論
文
に
も
課
題
は
残
る
。
第
一
に
、
各
種
の
資
料

が
用
い
ら
れ
て
は
い
る
が
、
未
公
刊
の
資
料
は
実
は
少
な
い
。
ロ
シ

ア
語
の
一
次
資
料
は
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
未
公
刊
の
公
文
書

館
資
料
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
、
中
国
語
の
資
料
に
関
し

て
も
、
台
北
の
国
史
館
や
南
京
の
第
二
歴
史
档
案
館
で
の
資
料
収
集

が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
し
、
公
刊
資
料
に
関
し
て
も
『
建
国

以
来
毛
沢
東
文
稿
』、『
建
国
以
来
周
恩
来
文
稿
』、『
建
国
以
来
劉
少

奇
文
稿
』
な
ど
の
資
料
を
参
照
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
ろ
う
。

ま
た
、
師
哲
や
薄
一
波
な
ど
の
回
顧
録
に
は
新
版
が
出
て
お
り
、
そ

れ
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

第
二
に
、
資
料
と
関
連
し
て
、
本
論
文
の
論
証
ス
タ
イ
ル
に
関
し

て
課
題
が
あ
ろ
う
。
本
論
文
で
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
安
全
保
障
観
が

直
接
論
じ
ら
れ
る
と
い
う
よ
り
、
諜
報
活
動
な
ど
か
ら
上
が
る
各
種

の
情
報
や
、
条
約
締
結
交
渉
で
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
発
言
な
ど
を
手
掛

か
り
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
安
全
保
障
観
を
探
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
論
証
ス
タ
イ
ル
は
や
や
隔
靴
搔
痒
の
感
を
読
者
に
残
す
。

直
接
ス
タ
ー
リ
ン
の
安
全
保
障
観
を
論
じ
る
の
が
極
め
て
困
難
で
あ

る
こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ス
タ
ー
リ
ン
が
日
記
や
回
顧

録
を
残
し
た
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、
モ
ロ
ト
フ
の
よ
う
に
晩
年
に
イ

ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
よ
る
回
想
を
残
し
た
側
近
も
い
な
く
は
な
い
が
（
ち

な
み
に
、
モ
ロ
ト
フ
の
回
想
は
英
訳
版
が
文
献
リ
ス
ト
に
載
っ
て
は

い
る
が
本
論
の
注
に
は
出
て
こ
な
い
）、
モ
ロ
ト
フ
自
身
ス
タ
ー
リ

ン
の
晩
年
に
は
遠
ざ
け
ら
れ
て
お
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
何
を
考
え
て

い
た
の
か
、
直
接
論
じ
る
の
は
や
は
り
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に

国
内
外
の
も
ろ
も
ろ
の
政
策
に
関
す
る
ス
タ
ー
リ
ン
の
意
図
の
解
釈

は
研
究
者
間
で
も
相
違
が
大
き
い
。
と
は
い
え
、
先
に
述
べ
た
よ
う

に
各
種
の
未
公
刊
資
料
な
ど
を
使
え
ば
、
よ
り
直
接
に
ス
タ
ー
リ
ン

の
意
図
を
探
る
こ
と
が
で
き
、
論
文
の
説
得
力
を
高
め
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

第
三
に
、
論
文
の
時
期
区
分
に
関
す
る
疑
問
も
あ
る
。
本
論
文
の

叙
述
は
、
独
ソ
戦
が
開
始
し
た
一
九
四
一
年
か
ら
始
ま
り
、
一
九
五

〇
年
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
対
日
脅
威
認
識
を
論
じ

る
の
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
か
ら
語
る
こ
と
が
で
き

た
で
あ
ろ
う
し
、
一
九
五
〇
年
以
後
す
な
わ
ち
朝
鮮
戦
争
中
に
生
じ

た
か
も
し
れ
な
い
ス
タ
ー
リ
ン
の
安
全
保
障
観
の
変
化
も
論
じ
ら
れ

て
い
な
い
。
資
料
的
困
難
が
よ
り
大
き
い
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、

一
九
五
三
年
ま
で
延
長
し
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

第
四
に
、
河
西
君
の
論
述
ス
タ
イ
ル
に
関
し
て
い
さ
さ
か
難
を
覚

え
る
。
本
論
文
は
基
本
的
に
「
資
料
を
も
っ
て
語
ら
し
め
る
」
ス
タ

イ
ル
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
の
利
点
を
十
分
に
認
め

た
う
え
で
付
言
す
る
と
、
資
料
に
基
づ
い
て
、
自
ら
が
論
じ
る
部
分



特 別 記 事

155

が
も
っ
と
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
々
と
紹
介
さ
れ
る
資

料
の
中
で
、
読
者
が
議
論
の
本
筋
を
把
握
す
る
の
が
や
や
困
難
に
感

じ
る
部
分
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
、
意
義
を
述
べ
た
部
分
で
論
じ
た
よ
う
に
、
各
種
の
学
術

的
貢
献
が
あ
る
論
文
で
あ
る
が
、
河
西
君
自
身
が
先
行
研
究
に
比
し

て
ど
こ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
貢
献
で
あ
る
の
か
、
十
分
論
じ
て
い
な
い
。

諸
外
国
の
も
の
を
含
め
て
先
行
研
究
は
十
分
に
把
握
し
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
自
説
の
立
ち
位
置
を
も
っ
と
積
極
的
に
押
し
出
し
て
し

か
る
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
は
河
西
君
の
論
文
の

価
値
を
大
き
く
損
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
わ
が
国
で
は
数
少
な
い
ソ

連
の
安
全
保
障
・
戦
略
の
史
的
研
究
と
し
て
大
き
な
学
術
的
な
価
値

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文

が
、
博
士
（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
の
に

十
分
値
す
る
も
の
と
判
断
し
、
そ
の
旨
を
法
学
研
究
科
に
報
告
す
る

次
第
で
あ
る
。


二
〇
二
一
年
一
二
月
一
七
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

大
串　
　

敦

法
学
研
究
科
委
員・PhDinPolitics　
　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

高
橋　

伸
夫

法
学
研
究
科
委
員・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授　

赤
木　

完
爾

法

学

博

士　
　
　
　
　
　




